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報

　1月 2月と寒い日が続きましたが 3月に入り、降雨と
ともに気温も上昇してきた様に感じます。
　露地栽培のみかんでは 3月に充分な降雨があったた
め、発芽も順調に進んでいくことが予想されます。4月
では発芽に伴い防除・枝梢管理（着花確保）が今後の
管理のメインになります。樹を良く観察し、適期管理に
努めましょう。

１．河内晩柑の収穫とその後の管理
　通気の良い冷暗所で予措を行い、ポリ個装を実施し
ましょう。また、今後は気温の上昇に伴い庫内の温度も
上昇しますので、朝夕の換気に努め貯蔵管理を行いま
しょう。

品種名 区分 収穫時期 予措期間
河内晩柑 後期採取 4/1 ～ 4/20 ７日程度（２％）

２．病害虫防除
　温州みかんについてはそうか病が多い園では４月の
下旬に再度、デランフロアブルを１０００倍で散布を行
いましょう。
項目 散布時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍数 備考

温州みかん 上旬 そうか病 デランフ
ロアブル 1000倍

そうか病が
多い園では
４月下旬に
再度

３．施　　肥
○通常タイプ

対象品種 施肥時期 肥料名 10a当たりの
袋数

全品種 ４月上旬 硫酸マグネシウム ２袋
中熟・
普通温州

４月上旬

熊本果樹肥料10-7-4
又は　

ひのくに果樹9-3-3
又は

熊本デコポン8-3-3

5 袋

デコポン ３袋

４．葉面散布
　樹勢が落ちている場合貯蔵養分の不足が考えられま
すので、発芽～新梢伸長期はチッ素系の葉面散布を行っ
て下さい。また、緑化が遅れそうな場合は、マグネシウ
ムの葉面散布を行いましょう。
目　　的 資材名 希釈倍数 備　　考

樹勢回復・
樹勢維持

アミノジューシー
Ｎ１４

500倍 いずれかを
ご使用下さい

神協スピリッツ 1000倍

緑化促進 葉面マグ 200倍

果
樹 ４月の柑橘園管理

後藤　昇
上島営農指導センター
080-1729-1632

果　樹

①水田除草剤の適正使用
　農薬は、あらかじめ品質・効果・残
留性などが、基準によりチェックされ、
問題がないと判断された薬剤が農林水
産大臣の登録を受け、販売・流通して
います。
　水田除草剤として製品に貼付されて
いるラベルには効果や薬害、残留性等
から設定された使用基準や使用上の注

意事項が記載されています。その内容を遵守して使用
してください。薬剤の特長や散布方法を把握し効率よく
利用し、特に散布時や散布後数日間（７日程度）の水
管理には十分注意を払う必要があります。湛水状態を
保つことは、安定した除草効果が得られるばかりでなく
水田水系外への除草剤成分の流出を防止するためにも
重要となります。
　散布した除草剤の有効成分は水田土壌の表層に吸着
されて除草効果を発揮します。安定した効果を得るた
めには、この処理層を壊さない水管理が大切です。落

水や漏出を防ぎ、掛け流しを行わないようにしましょう。
　また、水が少なくなり田面が露出するとその部分の除
草効果が低下しますので減少分をその都度補充してく
ださい。

②有効茎数の確保と中干し
　除草期間が終了したら有効茎数を確保するために暖
かい日中は浅水管理で分げつの促進に努めてください。
１株の茎数が 18 本程度確保できたら中干しを行ってく
ださい。（平年では５月 20日頃より）水管理を容易に
するために、中干し前の土が軟らかい時に「溝切り」を
行いましょう。

③中間施肥　病害虫防除
　中干し前に、茎を丈夫にするために珪酸加里を 10㌃
に 20～ 30㎏施用してください。
　補植苗は病害虫の発生要因となりますので、早めに
取り除きましょう。また、畦畔の除草による耕種的防除
に努めましょう。

水
稲 水稲情報

を行わないようにしまし う

新木　真一
指導販売部
0969-22-1105

水　稲
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野菜類防除基準

飼養管理での留意する取り組み
　「ストレスゼロ」の飼養管理を行うにあたり、留意し
た項目を表 -1に記した。
1) 放牧主体の飼養管理
　母牛は分娩前後のものを除き、省力化と飼料費削減
の目的に加え、正常な卵巣周期に不可欠なビタミン・ミ
ネラルを自然の状態で牧草から摂取出来るよう、また自
由運動による過肥の回避と足腰の強化が図られるよう、
夏山冬里方式による放牧主体で管理する。

( 表 -1) 飼養管理面で留意する取り組み
1. 夏山冬里放牧を主体とした飼養管理
　→放牧からの天然ビタミン・ミネラルの摂取
　→自由運動による過肥の回避、足腰強化
2. 畜舎環境の整備
→十分な運動と日光浴が出来るように畜舎パドック
併設

3. 母牛のライフサイクルを重視し、年間を通じ不変的
な飼料給餌
　→ 1 年を通じ朝夕の給餌時刻を一定

4. 後継牛の保留
→母牛産子の産肉能力、血統、種牛
性 ( 繁殖性、子育て ) 等に優れた
雌系統を積極的に保留

2) 畜舎環境の整備
　舎飼時は、十分な運動と日光浴が出
来るよう畜舎にパドックを併設。また
暑熱や寒冷、換気対策に配慮し外的要
因によるストレスを排除
3) 年間を通し不変的な飼料給餌
　天候や季節、従事者の都合で母牛のライフサイクル
が日々変わる事のないよう、給餌時間を 1年を通し一
定し、朝・夕の 2回給与。またルーメン内細菌叢の乱
れが最小限となるよう、冬場に給与する粗飼料は夏場
に収穫した牧乾草を主体に、なるべく構成内容 (品種と
役割 )が変わることのないよう、配慮して調節する。
4) 後継牛の保留
　生産性を重視し、後継牛は産子の産肉性や血統に加
え、管理の容易さ、繁殖性、子育て能力 (哨乳能力 )等
の種牛性に優れた系統を積極的に保留する。

寺田　到
上島営農指導センター
080-6897-7996

野　菜
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1 年 1産を目指した和牛の
「ストレスゼロ」の飼養管理

の保留

太田　拓真
上島営農センター
080-1707-9237

畜　産
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